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障害者就労カフェ特集
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　2019 年 4 月 1 日から本庁舎の 1 階でカフェの営業を開始しました。このカフェは、障害者の就業

機会の確保と雇用状況の進展に寄与することを目的とし、公募型プロポーザルにより選定した、社会

福祉法人エルム福祉会が運営主体となります。「hikari no cafe 大田原市庁舎店」は、旧蜂巣小学校で

営業している「hikari no cafe 蜂巣小珈琲店」の姉妹店として開店しました。本庁舎にお越しの際は、

蜂巣小珈琲店で提供している本格的なコーヒーや洋菓子などを味わうことができますので、ぜひお立

ち寄りください。カフェスタッフ一同、市民の皆様のご利用を心からお待ちしています。

本庁舎１階

営業日：庁舎開庁日（土日、祝日、年末年始を除く）
営業時間：午前 10 時から午後 3 時まで
販売方法：テイクアウト方式

『地域のヒカリとなり、福祉のヒカリとなる』
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『それぞれの色で、描く。』

『まごころ詰まった自慢のメニュー』

　珈琲は「蜂巣小珈琲店」で自家焙煎しています。ホッ

トの紅茶は、須賀川の北限の紅茶「雲
うんがん

巌の静
せいひつ

謐」。そ

の他、本店や蜂巣小珈琲店では提供していない、バラ

エティーに富んだメニューを取り揃えました。“ その

日の気分 ” でいろいろお楽しみください。

　１階窓際のラウンジは、ギャラリーとしても楽しめ

る空間となっているため、椅子にかけてゆっくり休憩

や会話を楽しむこともできます。

（飲食後のゴミは、カフェまでお返しください。）

　　　は、たとえそれがどんなに小さい光であって

　　　も、闇を照らす強い力があります。障害を持っ

ていても、誰でも必ず光（賜物）をもって生まれてくる。

それがどんなに小さいモノであっても、力強く、堂々

と地域の中で生きてもらいたいと考えます。そして、

一生懸命輝く（働く）姿が、地域の方々の障害者に対

する意識を変えていく事につながると思います。この

ように、障害があっても常に光を放つ存在であってほ

しいという願いにより、名前に「hikari」を使いました。

光

※写真はイメージです。テイクアウト専門店のため、商品は袋に入っています。

スコーン各種

クロワッサン

レアチーズケーキ

ベーコンエッグサンド

シフォンケーキ

焼き菓子各種
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　庁舎北側に４台分の障害者用駐車スペースを整備し
ました。10 月頃までに６台分を増設し、計 10 台分が
障害者用駐車スペースとなります。雨天の降車時に傘
をうまくさせないという意見があったことから、駐車
スペースに屋根も設置しました。

　庁舎南駐車場から、1 階の総合案内所、各種手続き
で利用機会の多い 2 階の市民生活部や３階の保健福祉
部、8 階の展望フロアや市議会傍聴受付、多目的トイ
レの経路がつながるよう点字ブロックを整備しました。

　１階、３階、８階に多目的トイレを整備しました。
写真を掲載した１階の多目的トイレは、大田原市地域
自立支援協議会・当事者部会の要望を可能な限り取り
入れた設備となっているため、不自由なく利用できる
トイレとなっています。

　「シグナルエイド」を携帯することにより、庁舎正面
玄関や多目的トイレ付近で音声案内を受けることがで
きます。シグナルエイドは、日常生活用具給付の対象（視
覚障害 2 級以上の方）となっています。給付を希望さ
れる場合は、福祉課までお問い合わせください。

　市庁舎に来られる多くの方が気兼ねなく立ち寄ってく

ださり、温かい言葉をかけてくださる機会が多く、スタッ

フが不安を抱えることなく、スムーズにこの環境に慣れ、

どんどん自分の役割の仕事をこなせるようになっていま

す。これから、徐々に提供できるメニューを増やして、

魅力ある「大田原市庁舎店」を創っていきたいと思いま

す。ぜひ、期待してください。そして、あたたかく見守っ

てください。

※上記以外に洋菓子などの物販もあります。
※ライスボウルは準備中です。

その他福祉への取り組み～バリアフリー～

　福祉課　本３階　　（２３）８９５４本
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